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A Study of the Recognition Change of Draw My Life Presenters 









ため、Draw My Life（１）という動画を利用したワークショップを開催している。 



















筆者らは若者の自己実現を支援するため、本学において 2015 年度より年 3 回、「コトバ・
わたし・未来」ワークショップ（以下、WS とする）を開催している(３)。WS では、「Draw My 
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Life（ドローマイライフ）」という動画を利用し、コミュニケーション・スキルを身につけ
るための活動を行う。Draw My Life（以下、DML とする）とは、自分の生い立ちをホワイ
トボードに描き、描画の様子を撮影し、その映像を早送り再生で編集したものに、ライフ
ストーリー(４)のナレーションを付けた動画である。毎回、一人の発表者が事前に制作した
DML を WS 参加者に披露し、その内容や発表者自身について質疑応答を行い、感想等を共有
する活動を行っている。 














本稿では、2 名の DML 発表者を事例として取り上げ、DML 制作や WS での発表において、
他者との対話によって生じた発表者の認識変化を明らかにし、その経験の意味を考察する。
まず、DML 制作について概略的に説明した後、発表者 2 名の DML のあらすじを紹介する。















各回 1 名が DML を披露することにしており、これまで 5 名が発表した。このうち、筆者
がインタビューの聞き手として、ライフストーリー原稿の作成に協力した 2 名の発表者を
事例として取り上げる。一人は韓国人留学生の S さん（女性）、もう一人は日本人学生の T
さん（男性）だ。S さんも T さんも自分が発表者でないときに、DML 制作協力者や WS スタッ
フとして活動した経験がある。 
ここでは、DML の制作要領を簡潔に解説した後、S さんと T さんの DML のあらすじを紹介
する。 





表 1 は、DML 制作の流れを示したものである。以降、順にその過程を解説する。 
まず、制作協力者としての聞き手が、発表者に生い立ちについてインタビューを行う。
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表１ DML 制作の流れ 
WSまでの時間 作業内容 担当者 
8 週間前～ ① 発表者の生い立ちについてのインタビュー 発表者、聞き手 
② ライフストーリー原稿の作成 発表者 
③ ライフストーリー原稿の修正 発表者、聞き手 
6 週間前～ ④ 絵コンテの作成 発表者、 
撮影協力者 5 週間前～ ⑤ 描画の撮影 
 
⑥ ナレーションの録音 発表者、聞き手 




(2) 発表者 S さんの DML（あらすじ） 
S さんは韓国出身で、家族は両親と 2 歳上の姉がいる。父の仕事の都合でよく引っ越し
たのでその度に幼稚園が変わり、友達と別れるのが嫌でよく泣いた、寂しい記憶がある。 







行ってから中学を卒業するまでの 1 年、S さんは見知らぬ環境に適応せず、友達もできず、
英語で意思疎通をしようという努力もしなかった。ただ、なぜ自分がここにいるのか理解
できずにいた。 





キング」だ。S さんはピアノ担当だったが、6 歳から小学 6 年生まで当然のように学んだた
め自信があった。連日、夜遅くまで練習し、3 日間、延べ 2,000 人の観客の前で公演した。
S さんは、最初から最後まで一人でピアノの責任を負わなければならないという負担感や
緊張感で手が震えたが、大きな失敗なく成功で終えることができ、とても誇らしかった。 







(3) 発表者 T さんの DML（あらすじ） 










大きく変わらず、いじめは続いた。中学 1 年生の 9 月頃から不登校になり、母の勧めでＭ
市にある、不登校の生徒が通う教室へ行くことにした。 
中学 2 年生のとき、小学校で出会ったあの D さんが中学校の専任講師になり、不登校の
T さんを心配して、週に 1～2 回、マンツーマンの英語レッスンを提案してくれた。そして、
1 年間、いろいろな話をしたり、互いの言語を教え合ったりした。そのとき初めて、家族
以外の人に自分を認めてもらえる喜びと、満足に言葉が通じなくても人は心でつながれる




学生生活を送った。高校 4 年生のとき、T さんは体育祭で足の肉離れを起こし、1 カ月ほど
車椅子生活になってしまった。このとき T さんを助けてくれたのは、あのヤンキーの友達














以上、発表者 2 名の DML のあらすじを紹介した。S さんの DML は、何かに挑戦し、努力
して達成したストーリーに、他方、T さんの DML は、いじめという困難を乗り越えた経験
を前向きにとらえ直し、諦めないことを伝えるストーリーになっている。 





WS 発表の約 2 カ月後(６)、DML 制作や WS 発表を通じた発表者の認識変化等を見るため、
発表者それぞれに 1 時間程度のインタビューを行った。「DML を作ろうと思ったのは、なぜ










分析の観点は、DML 制作直前から WS 発表までの間に何が起こり、その時々に発表者が何
を感じ、考え、気づいたかである。 
(2) 発表者の事後インタビューの語り(７) 
1） DML 制作の動機 
S さんは DML の発表経験者に、大変だけどやってみたらすごく楽しいという話を聞いて
いた。日本に来てから「日本語で自分を出す」機会がなかったので、一回やってみようと
思った。ただ「絵がへたくそ」なので少し不安があった。 





2） DML 制作について 
DML 制作で、S さんと T さんが第一に考えていたことは、視聴者が見やすいことだった。
DML のナレーションは日本語だが、WS には日本語が母語でない人も参加するため、絵から
自分のストーリーを想像しやすいように、絵の大きさや登場人物の表情などに気をつけた。
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ず、「仲間外れにされた」という経験から、日本や日本人が嫌いだという気持ちになった。





ていたと表現するのはどうかと思ったからだ。また、この DML を通じて新たに T さんと出
会う日本人が、どう感じるかも考慮すべきだろう。今後も自分の経験を語り、伝えること










4） WS での他者との交流 




















5） WS での発表を終えて 
S さんは、DML 制作や WS 発表をふり返り、「めんどくさいのが嫌」で、「なんでこれをし
たかな、私」と思うこともあったが、「私の動画はけっこうよかった」し、「WS ですごく私
























まず、発表者 2 名の DML 制作及び WS 発表は総じて、いわば成功体験だったことが推察さ
れる。発表者は WS で DML を披露することによって、各々、自らの過去の経験を参加者と共
有し、これまでの生き方や心持ちなどが賞賛されるという経験をした。こうして発表者が
一定の達成感を得たことは、S さんの「WS ですごく私楽しかったので、やっぱり、この WS
してよかった」という語りをはじめ、発表者の WS に対する肯定的な語りから確認できる。
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だったが、DML 制作をきっかけに、今は自ら WS に関わり、スタッフとして活動し、責任感
が増した自分という認識に至っている。事後インタビューでは、今は英語の勉強に力を入
れ、WS にも今年中は参加したいと目標を語った。 























（１）Draw My Life は 2013 年 1 月にアメリカの YouTuber が始めた、投稿動画コンテン
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ツの一種である。本研究の Draw My Life がどのようなものであるかは本文で詳述
する。 
（２）一般社団法人 日本経済団体連合会「グローバル人材の育成・活用に向けて求められ
る取り組みに関するアンケート結果」2015 年 3 月 17 日 
http://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf#page=15（2016 年 9 月
17 日閲覧） 
（３）舟橋宏代氏（本学教授）、伊藤由香氏（学生支援課）をはじめ、学生スタッフ数名と
共に、2015 年度は 6 月 20 日、8 月 8 日、12 月 19 日、2016 年度は 5 月 28 日、7 月 9
日、12 月 17 日（いずれも土曜日）に実施。両年度とも本学の COC 事業、鈴鹿国際
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